MENSURA ZOILI 



僕 は、 船の サル ー ン のまん 中に、 テ ー ブル をへ だて 

て、 妙な 男と 向いあって いる。 —— 

待って くれ 給え。 その 船の サル ー ンと 云う の も、 実 

は あまり 確かで ない。 部屋の 具合と か 窓の 外の 海と か 

云う もので、 やっとそう 云う 推定 を 下して は 見た もの 

の、 事によると、 もっと 平凡な 場所 かも 知れない と 云 

う 懸念が ある。 いや、 やっぱり 船の サル ー ン かな。 そ 

きのした もく たろ-つ 

れ でなくて は、 こう 揺れる 害がない。 僕 は 木 下 空太郎 

君で はない から、 何 サン チメ ー トルく らいな 割合で、 

揺れる のか わからな いが、 揺れる 事 は、 確かに 揺れる。 

噓 だと 思ったら、 窓の 外の 水平線が、 上ったり 下った 



りする の を、 見る がいい。 空が 曇って いるから、 海 は 

煮 切らない 緑青 色 を、 どこまでも 拡げて いるが、 それ 

と 灰色の 雲との 一 つになる 所が、 窓枠の 円形 を、 さつ 

きから 色々 な 弦に、 切って 見せて いる。 その 中に、 空 

と 同じ 色 をした ものが、 ふわ ふわ 飛んで いるの は、 

おおかた かもめ 

大方 鷗か何 かであろう。 

さて、 僕の 向いあって いる 妙な 男 だが、 こいつ は、 

鼻の 先へ 度の 強そう な 近眼鏡 を かけて、 退屈ら しく 新 

聞 を 読んで いる。 口髭の 濃い、 顋の 四角な、 どこかで 

見た 事の あるよう な 男 だが、 どうしても 思い出せない _ 

頭の 毛 を、 長く もじゃもじゃ 生やして いる 所では、 ど 



これ じ や 向う へ 着く までに、 退屈 死に 死ん じ まう かも 

知れません。」 

僕 は 同意した。 

「まだ、 ZOILIA の 土 を 踏む に は、 一 週間 以上 かかり 

ましょう。 私 は、 もう、 船が 飽き飽きし ました。」 

「ゾィ リア —— です か。」 

「さよう、 ゾィ リア 共和国です。」 

r ゾィ リアと 云う 国が あります か。」 

「これ は、 驚いた。 ゾィ リア を 御存知な いと は、 意外 

ですな。 一体 どこへ お出でになる 御 心算 か 知りません 

が、 この 船が ゾィ リアの 港へ 寄港す るの は、 余程 前 か 



僕 は、 角顋の 見かけに よらない 博学に、 驚いた。 

「すると、 余程 古い 国と 見えます な。」 

「ええ、 古いです。 何でも 神話に よると、 始は 蛙ば か 

り 住んで いた 国 だそう です が、 パラス . アテネが それ 

を 皆、 人間に してやつ たの だそう です。 だから、 ゾィ 

リア 人の 声 は、 蛙 に似てい ると 云う 人 もい ますが、 こ 

れは あまり 当に なりません。 記録に 現れた ので は、 ホ 

メロ スを 退治した 豪傑が、 一番 早い ようです。」 

「では 今でも 相当な 文明国で すか。」 

「勿論です。 殊に 首府に ある ゾィ リア 大学 は、 一 国の 

学者の 粋 を 抜いて いる 点で、 世界の どの 大学に も 負け 



先の 名誉の ために MENSURA ZOILI と 名 をつ けた そ 

うです。」 

「あなた は、 そいつ を ご覧に なった 事が あるので す 

か。」 

「いいえ。 ゾィ リア 日報の 挿絵で、 見た だけです。 な 

に、 見た所 は、 普通の 計量器と、 ちっとも 変り はし ま 

せん。 あの人が 上る 所に、 本な り カン ヴァス なり を、 

のせれば よいので す。 額縁 や 製本 も、 少し は 測定 上 邪 

魔になる そうです が、 そう 云う 誤差 は 後で 訂正す るか 

ら、 大丈夫です。」 

「それ はとに かく、 便利な ものです ね。」 



枚 をと りあげた。 楔形文字の ような、 妙な 字が 行列し 

た、 所謂 ゾィ リア 日報なる ものである。 僕 は、 この 不 

思議な 文字 を 読み 得る 点で、 再び - J の 男の 博学な の に 

驚いた。 

「不相 変、 メンス ラ.ゾ イリの 事ば かり 出て いますよ。」 

彼 は、 新聞 を 読み 読み、 こんな 事 を 云った。 「ここに、 

先月 日本で 発表され た 小説の 価値が、 表に なって 出て 

います ぜ。 測定 技師の 記 要まで、 附 いて。」 

r 久 来と 云う 男の は、 あるでしょう か。」 

き 

僕 は、 友 だち の 事が 気になる から、 訊いて 見た。 

「久 米です か。 『銀貨』 と 云う 小説でしょう。 ありま 



僕 は 黙って しまった。 少々、 角顋の 頭が、 没 論理に 

出来 上って いるよう な 気がした からで ある。 が、 また、 

別な 疑問が 起って 来た。 

「じ や、 ゾィ リアの 芸術家の 作った 物 も、 やはり 測定 

器に かけられる のでし ようか。」 

「それ は、 ゾィ リアの 法律が 禁じて います。」 

「何故でしょう。」 

「何故と 云って、 ゾィ リア 国民が 承知 しないの だから、 

仕方が ありません。 ゾィ リア は 昔から 共和国で すから 

じゅんぼう 

な。 Vox populi, vox Dei を 文字通りに 遵奉す る 国で 

すから な。」 



なくなる。 皿の 破れる 音、 椅子の 倒れる 音、 それから 

波の 船腹へ ぶっかる 音 —— 、 衝突 だ。 衝突 だ。 それと 

も 海底 噴火山の 爆発 かな。 

気がついて 見る と、 僕 は、 書斎の ロッキング • チェ 

ァに腰 を かけて St. Jolin Ervine の The Critics と 云 

う 脚本 を 読みながら、 昼寝 をして いたので ある。 船 だ 

と 思った の は、 大方 椅子の 揺れる せいであろう。 

角顋 は、 久 来の ような 気 もす るし、 久 来で ないよう 

な 気 もす る。 これ は、 未だに わからない。 

(大正 五 年 十 一 月 二十 三日) 
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